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〉

風
薫
る

5
月
の
川
風
に
吹
か
れ
な
が
切
、
ゴ

H
H

吋

ト
ゴ
卜
ど
の
ど
か
に
千
鶴
川
鉄
事
主
宮
、
よ
一
一
川

国

交

通

別

所

腕

の

電

車

。

制

ぺ

上
因
究
遇
酬
の
前
身
、
上
回
温
泉
電
軌
が
大
時

駅

正
同
年
に
開
草
し
た
有
木
鼎
〔
造
中
、
支
線
と
釦

使

し
て
上
回
凶
悪

Z分
岐
し
て
い
た
川
西
輯
が
現
鵬

悦

在
の
別
所
擁
)
は
、
当
初
三
好
町
駅
(
現
在
の
醐

生

城
下
駅
)
が
軒
点
て
大
正
日
年
に
千
幽
川
鉄

J

得

捕
が
克
成

L
、
惜
越
線
よ
図
駅
に
乗
リ
入
れ
が
かし

可
能
に
な
っ
た
。
骨
水
輔
の
う
色
、
上
回
原
1

H

H

脅
木
聞
は
昭
和
日
年
に
高
止
さ
れ
た
が
、
別
所
柑

聴
は
現
在
も
市
民
の
大
切
な
史
通
機
関
と
し
て
碍

判

用

さ

れ

て

い

る

。

間

千
鈎
川
左
岸
町
綜
訪
形
地
籍
、
こ
の
千
歯
川
唱

二
千
将
、
ゐ

内

酷
構
か
』
ワ

L
ぱ
勺
く
よ
流
に
歩
く
と
、
小
菅
訓
叶

f

/
 

23Mva突
っ

て

い

る

。

見

昭
和

aキ
a月
白
目
、
よ
回
尋
常
高
等
小
学
問

校
高
等
科
(
現
在
の
第
ニ
中
学
校
)
の
患
の
連
-
一
一

足
の
暢
リ
道
、
事
故
は
起
き
た
。

J

当
時
、
千
曲
川
扶
橋
か
」
り
上
流

0
0
メ
l
明

ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
、
砂
利
時
取
の
た
め
の
砧

恒
設
の
板
橋
が
架
け
」
ワ
れ
て
い
た
。
近
道
を

L
肘

ょ
う
と
し
た
数
名
の
生
世
が
茸
リ
出
し
、
引
率
昨

の
教
師
が
引
き
返
す
よ
う
に
制
止
し
た
が
、
一
相

人
が
転
落
。
小
菅
武
夫
教
員
(
の
ち
に
訓
導
〉
配

ど
恩
回
安
倍
訓
導
が
飛
び
込
み
、
生
徒
を
助
け
制

た
が
、
小
菅
教
員
は
宮
、
き
て
で
き
死
し
た
。
怖

小
菅
教
員
は
そ
の
年
の

4
月
に
教
師
に
な
っ
た

ぱ
か
リ
で
あ
っ
た
。
同
年
5
月
4
日
に
行
わ
れ
醐

た
桂
罪
に
は
多
く
の
市
民
が
参
列
L
、
市
内
が
酷

茸
い
想
し
み
に
包
ま
れ
た
と
い
う
。

M

こ
の
尊
い
殉
械
を
記
書
す
る
た
め
、
市
民
の
叫す

寄
付
金
に
よ
っ
て
記
走
叫
が
建
立
さ
れ
た
。
こ
閣

の
思
し
い
事
故
か
」
勺
、
同
回
自
の
容
を
迎
え
れ
fB
糊



4
川

m
u刷
、
『
節
目

m
t凹
呉
川
ま
つ
り
』
が

開
怖
さ
れ
ま
し
た
。
上
岡
城
跡
公
園
や
中
央
商
防
街

一
昨
は
、
初
立
の
日
産
し
の
な
か
、
お
お
ぜ
い
白
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
今
句
は
、
判
例
の
武
布
行
列

な
ど
の
ほ
か
、
お
山
の
ド

A
E行
列
、

M
山
獅
子
行
列
、

オ
ー
プ
ン
カ
ー
の
パ
レ
ド
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
多

〈
白
人
の
日
を
査
し
ま
せ
ま
し
た
。

に
ぎ
や
か
に
開
催

制雌仰り/川l川 hI
J!Jl1賞

今
年
凶
月
に
刷

業
予
定
由
、

t
位

新
幹
線
上
回
駅
の

外
装
工
事
が
完
成

し、

4
月
間
品
目
、

峻
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
工

事
は
、
商
工
会
議

所
が
中
心
と
な
勺

て
行
わ
れ
た
募
金

に
よ
勺
て
佳
設
さ

れ
た
も
の
で
、
噌
{

而
は
「
威
風
」
に

な
っ
て
い
ま
す
。

4
月
犯

U
に
は
上
回
駅
お
域
円
ロ
ー
タ
リ
ー

で
川
夜
祭
が
開
催
さ
れ
、
阿
波
踊
り
、
駅
舎
外
壁

照
明
点
灯
式
セ
レ
モ
ニ
ー
、
『
と
き
め
き
レ
デ
ィ

ー
上

m』
ha彰
式
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小

嗣
の
ば
ら
つ
く
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、

お
お
ぜ
い
人
た
ち
が
宰
加
し
、
と
て
も
に
ぎ
や

か
で
し
た
。

1 
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「友好交流都市 I 

寧波市長
上岡市を訪問

l川市町友好主流都市であるqillli:人民共和同 ・事故

diから、張前文市長ら 1 j が~ )]29 JJの rl

つりやrli内の施設を見学し、制30LI には市役所をJ/jl~\J
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[咋!テーフル
市役所匝賂rniDl

極陣4100

情報『行政相談会』開設します
大蔵省星野財務事務所では、金融・証券と

固有財産に閲する行政相観コーナ を開盟し

ます。お気軽にご相酷ください。

Pとき 6月6日出午後1時-3時 bと

ニろ 中央公民館(材木町1丁目) [>聞い

合わせ大産省関東財務局星野財務事務所輯

需課⑩026-234-5123)

吾

「河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
」

に
ご
応
募
く
だ
さ
い
/

••• 
雄
投
省
千
曲
川
工
事
事
務
所
で
は
、

河
川
費
遭
モ
ニ
タ
ー
を
品
集
し
ま
す
。

マ
応
募
責
措

満
初
才
以
上
の
心

身
と
も
に
他
嵐
な
か
た
で
、
千
曲
川
・

庫
川
に
接
す
る
機
会
が
多
く
、
河
川

愛
護
に
関
心
を
お
持
ち
由
か
た

マ

草
務
内
容

千
曲
川

・
犀
川
に
関
す

る
意
見
、
モ
ニ
タ
ー
自
身
白
河
川
聖

護
に
開
帳
す
る
活
動
の
報
告
や
地
瞳

f 

の
情
報
な
ど
の
月
1
回
程
度
白
報
告

マ
任
期

7
月
か
ら
約
l
年
の
予

定

マ
事
聾
人
員
若
干
名

マ
報

酬

月

額

4
5
8
0円

マ
応
募
期

限

6
月
日
日

マ
応
募
方
法
官

製
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
白
上
、
「
河
川
霊

護
モ
ニ
タ
ー
応
募
用
紙
希
望
」
と
書

き
紐
設
省
千
曲
川
工
事
事
務
所
占
用

調
整
課

(=1
3
8
0長
野
市
鶴
賀
宇

峰
村
刊
書
地

「
河
川
聖
護
モ
ニ
タ
ー

募
集
」
保
・
回

0
2
6
2
2
7

7
7
6
8〉
へ
ど
う
ぞ
。

今
年
叩
月
1
日
の
開
業
を
予
定

し
て
い
る
、
北
陸
新
幹
線
の
軌
道

で
、
5
月
7
日、

屯
気
軌
道
総
合

試
験
取
両

(ド
ク
タ
ー

-
イ
エ
ロ
ー
)

に
よ
る
、
試
験
走
行
が
拍
ま
り
ま

し
た
。

こ
の
試
験
走
行
で
は
、
架
線
四

た
る
み
や
列
車
無
線
の
ぐ
あ
い、

A
T
C
(自
動
列
車
制
御
装
置
で

軌
道
の
状
態
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

な
お
、
走
行
試
験
は

6
月
間
品
目
ま

で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

市
営
住
宅
の
補
充
入
居

希
望
者
は
申
し
込
み
を

••• 
市
営
住
宅
の
補
充
入
居
者
を
次
白

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

マ
事
聾
団
地

桜
台

(一

極
・

一
一

極
)
、
梅
が
丘

〔
一
種

・
二
種
)、
古

「 芋蕗剛毛主 '"，nメロス・4事即事'"い?寝

[>とき 6月711(0・8日川(，ニ前10時
/午後2D'130分) [>定員終日先百50名

[>入渇料 !眼科

[]¥2王!Il[二車買面百百蘭百一一一一一一一寸

bとき 6月1411出門前10時-A.'j;)
[>内容 4微生物を嗣微鏡で縦策してみ

よう/ 岳よしのIぎり(小.f.(¥の--filDを家

でも育ててみよう./ [>怠加料 無料

「冨而爾----，田市薗奪....."..一一ー一一「

[>とき 6R14U(日-3011刷(午前9時

~午後4日制。分) [>入場料 無料

l桁り田富 l 

bとき 6 1128日山門前 10時~正'j~ ， 

午後1時-3時) [>l'加料 人300円
ロ<<21118ヨE王!lJL!ll11亙E圃車ζコ

6月句，J4日とluJ28日は小 Itq:tf.の兇'II件

徒と同伴の保護者のかたは、プラネタリウ

ム・民俗世料館、i本f.ffij'(が無孝一イこなります。

皇

(一

極
)、
学
海

(一

種
・

二
種
)、

下
之
郷
桜

(一

種
)
、
趨
尻

(一

種
・

二
種
)、
岡

(
一
種

・
二
種
)

マ

壷
け
付
け
期
間

6
月
4
日
附

4
3
6

月
日
目
樹

マ
由
申
し
込
み

・
問
い
合

わ
せ
景
観
建
築
課

8
1
5
4
B)

『少
年
少
女
合
唱
団
』
で

空
い
っ
ぱ
い
の
歌
声
を

••• 
マ
団
員
輩
格

小

学
校
l
年
生

i

高
校
生

(男
子
は
変
声
期
川
)
[ジ
ュ

ニ
ア
ク
ラ
ス

(年
長
児
1
小
学
4
年

生
)、
ン
ニ
ア
ク
ラ
ス

(小
学

5
年

生

1
高
校
3
年
生
)

]

マ
練
習
日

毎
週
日
曜
日
午
前
叩
時

1
正
午

マ
揖
習
場
中
央
公
民
館

マ
そ
の

他

練
習
を
見
学
し
た
い
か
た
も
お

気
軽
に
ど
う
ぞ
。
マ
問
い
合
わ
せ

(竹
村

・
岡
窃

0
1
5
2)

L 
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. 

る

い
@
ち
@

上
回
市
で
、
は
じ
め
て
水
道
が
で
き
た
の
は
、

大
正
四
年

(1
9
2
3
)
の
こ
と
で
す
。
当
時
、

千
曲
川
畔
の
泉
町
水
源
地
か
ら
染
屋
浄
水
場
ま

で
ポ
ン
プ
揚
水
し
、
約

2
万
人
由
市
民
に
敢
み

水
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
。

年
々
増
大
す
る
水
市
要
に
対
処
す
る
た
め
、

戦
後
数
次
に
及
ぶ
拡
強
工
事
に
よ
り
、
今
日
、

近
代
的
な
水
道
施
設
が
整
備
さ
れ
、
市
宮
水
道

で
は
約
叩
万
人
、
県
営
水
道
で
は
約

2
万

3
千

人
の
市
民
が
l
人

1
日
平
均

3
6
4リ
ッ
ト
ル

(ド
ラ
ム
缶
約

1
・
8
本
分
)

白
水
を
使
っ
て

い
ま
す
。

こ
こ
数
年
の
典
常
気
象
に
よ
る
水
不
足
や
、

に』

阪
神

・
淡
路
大
震
災
に
よ
る
水
道
施
設
の
壊
誠

的
な
被
害
な
ど
で
、
水
道
の
水
に
つ
い
て
大
き

な
関
心
が
も
た
れ
て
い
ま
す
が
、
水
道
水
源
の

確
保
や
災
害
に
強
い
水
道
施
設
白
拒
備
を
行
う

と
と
も
に
、
水
環
境
白
探
全
対
策
な
ど
の
事
業

を
い
っ
そ
う
推
進
し
て
、
き
れ
い
で
お
い
し
い

水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

今
年
も
、
日
月

1
日
制
か
ら

7
日
出
ま
で

「
限
り
あ
る
い
の
ち
の
水
を
大
切
に
」
を
ス
ロ

ガ
ン
に
全
国

一
斉
に
第
初
回
水
道
週
間
が
行
わ

れ
ま
す
。
毎
日
な
に
げ
な
く
使
っ
て
い
る
水
、

い
つ
で
も
き
れ
い
で
安
心
し
て
飲
め
る
水
は
、

わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
す
。
水
道
週
間
を
機
会
に
大
切
な
水
の

使
い
方
を
考
え
て
み
ま
し

fっ
。

市
水
道
局
と
県
企
業
局
上
回
水
道
管
理
事
務

所
で
は
、
水
道
週
間
に
あ
わ
せ
、
昨
年
に
引
き

続
き

「干
幽
川
源
流
を
防
相
て
」
を

6
月

7
自

由
に
行
い
ま
す
。
千
曲
川
源
流
を
さ
か
の
ほ
り
、

川
上
村
金
峰
山
渓
替
を
散
策
し
ま
す
。
市
民
白

皆
さ
ん
の
多
数
の
書
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
企
業
局
上
回
水
道
管
理
事
務
所
で

は
、
次
の
催
し
を
行
い
ま
す
。

マ
と
き

6
月

1
日
間
午
前
叩
時

1
午
佳

3

時

マ
と
こ
ろ

諏
訪
形
浄
水
場

マ
内
容

場
内
閣
肱

(施
設
説
明
)
、
水
道
器
材
の
展
示
、

テ
ニ
ス
練
習
場
の
開
放
。

マ

問
い
合
わ
せ

県
企
業
局
上
回
水
道
管
理
事
務
所
(
国
⑫

2
1

1
0)
 

『
千
曲
川
源
涜
を
防
ね
て
』

参
加
者
募
集

山
梨
県
境
に
連
な
る
甲
武
信
ケ
岳
、
国
師

岳
、
金
峰
山
な
ど
、

2
5
0
0
メ
ー
ト
ル
級

の
山
々
か
ら
の
清
水
を
集
め
て
千
幽
川
は
発

し
ま
す
。
飲
料
水
、
鹿
業
用
水
、
発
電
に
と

多
方
面
に
活
用
さ
れ
る
千
幽
川
は
、

よ
図
市

民
に
と
っ
て
生
命
線
で
あ
り
、
ま
た
、
変
化

に
富
ん
だ
景
岨
美
は
私
た
ち
の
心
の
ふ
る
さ

と
で
も
あ
り
ま
す
。

千
幽
川
の
軍
流
を
肪
ね
、
自
然
に
悌
恕
す
る

中
で
、
水
の
大
切
さ
、
環
境
保
瞳
の
置
要
性

を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

マ
主
催
上
自
粛
水
道
局
マ
後
橿
長

野
県
企
業
局
上
回
水
道
管
理
事
務
所
マ
と

き

6
月
7
日
出
午
前
8
時
四
分
出
発
(
午

前
8
時
市
控
所
前
集
合
)
マ
コ
ス
上

回
1
望
月
町

5
小
海
町

5
川
上
村
(
金
緑
山

翼
谷
付
近
散
策
昼
食
)
マ
募
集
人
員

田
名
(
市
民
に
限
り
ま
す
)
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
遣
と
し
、
轄
集
は
返
惜
は
が
き
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

マ
由
申
し
込
み
往
橿

は
が
き
に
①
性
所
②
正
名
③
年
齢
④
電
話
番

号
を
記
入
し
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

(
5月

四
B
闘
の
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
有
効
)
。

は
が
き
は
、

1
人
ま
た
は
グ
ル
プ
で
1
絞

ま
で
と
し
、
グ
ル
ー
プ
で
の
申
し
込
み
は
5

人
ま
で
と
し
ま
す
(
グ
ル
プ
の
@
し
込
み

は
全
員
の
氏
名
鑑
容
を
配
入
}
。
マ
申
し
込
み

先
よ
図
市
水
道
局
計
画
管
理
課
「
軍
流
探

訪
」
係
(
上
国
市
大
手

一
丁
目
n
l
M
m
)

マ
持
ち
物
昼
食
、
雨
具
マ
怠
加
費

5

0
0円
(
入
場
料
、
保
険
料
、
飲
物
代
)

マ
問
い
合
わ
せ
よ
田
市
水
道
局
計
画
管
理

課

嗣
岨
匂
4
1
0
0
8
1
8
5
2
、
1
8
5

3
)
 

-
不
周
昂
に
な
っ
た
も
の
、
ほ

一
し
い
も
の
が
あ
n
ま
し
た
ら
、

一
生
活
環
境
課
(
内
縁
1
3
8

一G
)
ヘ
ご
連
絡
を
。

不
別
品
の
登
録
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
無
料
の
も
の
の
み
で
す
の
で
、

ご
了
琢
く
だ
さ
ド
。
豆
録
期
間
は
6

か
月
聞
は
そ
の
ま
ま
受
録
し
ま
す
。

マ
ベ
ビ
!
パ
ス

マ
お
ま
る

マ

扇
風
倹

マ
ハ
ン
デ
ィ
締
除
俊

マ

屯
気
レ
ン
ン

マ
自
転
車

(目
イ
ン

チ
黄
色
)

マ

屯
動
ベ
ッ
ド

マ

セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド

マ
パ
イ
プ
ベ
ッ

ド

マ
タ
ン
ス

(7
段
)

マ

応
後

セ
ッ
ト

マ
日
本
人
形

マ
卓
球
開

ユ
ニ
フ
市
ム

マ
生
ご
み
た
い
肥

化
容
器

(大
型
)

マ

ウ
&
デ
ィ
ン

グ
ド
レ
ス

(日
号
)

マ
毛
糸

マ

大
正
琴

マ
ベ
ビ
1
キ
ャ
リ
ー

マ
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト

マ
ベ
ビ

l
ベ
ッ
ド

(大
型
)

マ

ベ
ビ

i
フ
z
μ

ス

マ
ワ
ー
プ
ロ

マ
鍋
除
後

マ
ラ
ン

カ
セ

マ
都
市
ガ
ス
則
湯
梯
か
し
器

マ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド

マ
パ
ソ

コ
ン

台

マ
本
棚

マ
卓
球
ラ
ケ
ァ
ト

マ
剣
道
防
且
一
式

(大
人
問
)

マ

米
び
つ
付
レ
ン
シ
台

マ
カ
ー
テ
ン

二
問
問
)

マ

一-一
段
ボ
ッ
ク
ス

マ
エ
レ
ク
ト
i
v'

マ
鹿
椅
子

マ

ス
チ
ル
製
戸
棚

マ
屯
間
隙

.第7回菅平高原マウンテンパイク大会
/とき 5月24回出 ・25日(日1/ところ 菅平牧場特設コース/

大会事務同 (匝ゆ 2202)

= :::: z盟国
問い合わせ
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J R上田駅改札口横!こ

待合室『フレンド』完成
ご利用ください/

待合室 『フレノド』の内都には、影絵

白第一人者 ・藤城清治さんの作品[読書」

が壁一而に展示されています。事くの市

民の特さんが親しみ、ふれあえる場とし

てご利用くださ L、。

xzλun&『
W

W

1h
k

全
国
一
斉
に
商
業
統
計

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す

••• 
6
月

1
日
現
在
で
、
企
同

一
斉
に

卸
売

・
小
売
業
の
商
庖
を
対
象
と
し

た
商
業
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
統
計
調
査
は
卸
売

・
小
売
業

の
現
状
を
正
確
に
把
旧
惜
し
、
ま
た
商

応
の
経
営
指
針
を
立
て
る
上
で
の
質

料
を
作
成
す
る
際
に
と
て
も
役
立
勺

て
い
ま
す
。

5
月
下
旬
に
県
知
事
か

ら
任
命
さ
れ
た
調
査
只
が
調
査
表
を

持
っ
て
各
商
胞
に
お
伺
い
し
ま
す
の

で
、
ご
協
h
H
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

情
報
推
進
謀
電

算
統
計
慌
(困

1
2
2
8
)

一
斉
に
空
き
缶
拾
い

環
境
美
化
運
動
の
日

••• 
6
月

1
日
聞
は
「
環
境
英
化
運
動

の
日
」
で
す
。

こ
の
日
は
、
近
年
社
会
問
題
と
な
っ

r 

て
い
る
空
き
缶
事
由
投
げ
捨
て
伝
ど

を
な
く
す
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、

闘
治
会
を
中
心
に
、
空
き
缶
拾
い
な

ど
が
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
、

積
極
的
に
書
加
し
ま
し
ょ
う
。

み包，
f
企

「道
端
で
か
ん
が
泣
い
て
る

思
勺
て
る
」
(
平
成

9
年
度
環
境
主

化
運
動
の

H
の
テ

1
マ
)

マ
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
諜

(8

1
3
8
7
)
 

川
を
汚
れ
か
ら
守
ろ
う

春
の
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル

••• 
信
担
川
を
守
る
協
議
会
で
は
、

6

月

5
日
制
に
県
下

一
斉
聴
白
河
川
パ

卜
ロ
ル
を
行
い
ま
す
。

河
川
へ
の
不
法
投
棄
や
水
辺
で
避

ん
だ
あ
と
の
ご
み
の
散
乱
、
釣
り
の

あ
と
の
釣
糸
や
容
椋
の
投
棄
が
目
立

ち
ま
す
。
肱
置
す
る
と
水
質
の
汚
濁

や
川
町
最
慨
が
そ
こ
な
わ
れ
ま
す
。

川
は
み
ん
な
田
財
産
で
す
。
気
持
ち

よ
く
川
で
遊
べ
る
よ
う
に

一
人
ひ
と

り
の
手
で
川
に
ご
み
を
放
置
し
な
い

よ
う
に
し
、
ご
み
は
持
ち
帰
る
よ
う

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

マ
問
い
合
わ
せ

ロ岡
田

1
3
8
7
)

生
活
環
境
諜川をきれいに〆

市
で
は
、
広
く
寄
界
各
層
の
市
民
の
怠
見
を
聴
き
、

市
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
各

界
階
層
別
市
政
懇
践
舎
を
開
催
し
ま
す
。
立
の
日
程

で
聞
係
団
体
等
と
の
惣
盟
会
を
行
い
ま
す
が
、
市
政

に
関
心
を
お
持
ち
の
か
た
も
怠
加
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
怠
加
者
を
公
募
し
ま
す
。

二
の
各
界
階
層
別
市
政
懇
談
会
は
、
今
回
掲
鍍
の

区
分
の
ほ
か
に
‘
青
年
、
女
性
、

高
齢
者
、
保
健
・

福
祉
関
係
者
、

環
境
衛
生

・
市
民
生
活
聞
係
者
、

-R

綜
水
産
業
関
係

者

工

業
関
係
者
、
都
市
基
盤
盟
側

聞
係
者
、
教
育
聞
係
者
、
ス
ポ

ッ
・
レ
ク
リ
ヱ

ン
ョ
ン
聞
係
者
、
外
国
人
の
区
分
に
よ
る
唖
融
会
を

予
定
し
て
い
ま
す

(今
後
の
日
程
等
は
‘
広
報
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
)。

書
加
を
希
望
す
る
か
た
は
、
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、

ま
た
は
電
窟
で
、
①
住
所
②
氏
名
@
電
話
番
号
⑥
書

加
希
望
日
@
布
置
に
封
す
る
愈
見
や
要
望
を
、
5
月

幻
自
幽
ま
で
に
市
世
所
秘
書
陣
{
〒
3
8
6上
国
市

大
手
1

H

日
・

刷
窃
3
4
3
5
・
岡
田
岨
5
1
1

1
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Eτ軍曹帯官軍帯電宮腰司君宮戸圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃

広4冒ラえ足-:9 【6]16 5. 

所

5月27日岐戸事前9時 |交通達繍 鰻光関係者|上回商工会副置所4階会議室

海野町会館 1階会鴎宣

市立図書館大会聡貫

制ー団体帝 {区分)

高象関係者

文化関係者

6月56恥午後1略

6月66働午前g時

時日

障
害
者
「
ふ
れ
あ
い
の
旅
」
参
加
者
募
集

「ふ
れ
あ
い
の
旅
」
は
、
障
害
者
局
ま
で
ど
う
ぞ
.

の
か
た
を
福
祉
先
進
国
へ
泥
遣
し
、
マ
派
適
期
間

9
月
7
B
か
ら
H

福
祇
制
度
、
福
祉
施
段
、
福
祉
の
ま
目
ま
で
の

8
日
間

マ

派

遣
先

ア

ち
づ
く
り
な
ど
の
福
祉
夢
憎
の
盟
議
メ
リ
カ

(サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ロ

と
福
祉
関
係
者
と
の
究
班
を
し
て
い
サ
ン
ゼ
ル
ス
)

マ
事
績
人
員
障

た
だ
き
、
よ
り
社
会
多
加
を
保
遣
す
害
者
会
県
で
6
名
マ
申
し
込
み
期

る
た
め
に
、
長
野
県
身
体
障
害
者
緬
隈

6
月
刊
日
日

マ
問
い
合
わ
ぜ
先

祉
協
会
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
.

ふ
れ
あ
い
の
旅
事
務
局

(県
庁
社

こ
の
?
ふ
れ
あ
い
の
旅
」
の
参
加
会
部
障
害
福
祉
醒
福
祉
係
・

四
0
2

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

6
!
2
3
5
1
7
1
0
4、
岡田

0
2

福
祉
障

曲
目
1
6
0
2
)
か
県
彦
務

6
1
2
3
4
2
3
6
9)



の6月
相 . 

' 

1期

7 

納期限6月2日(月)
.Ili M J.~授

(伺l¥rliJ十l向税}

旦韮且盈旦盈畳

恒"Jで確実怠口座顕留のご利用を

紙
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル

回
収
し
ま
す
古
電
話
帳

お
届
け
セ
ン
タ
ー

(圏

0
1
2
0
1

3
2
4
1
8
2
)

マ
聖
付
期
間

5
月
凶
日

i
5月
出
日

(土
曜

・
日

曜
・
祝
日
を
除
く
)

マ

畳
付
時
間

午
前
9
時

l
午
桂

5
時

••• 
N
T
T
で
は
、

5
月
刊
日
こ
ろ
か

ら
新
し
い
謀
総

「車
臼
タ
ウ
ン
ペ
!

ツ
」
、
「上
回
ハ
ロ
i
ベ
!
ク
」
を
お

届
け
し
ま
す
。
そ
の
際
、
今
ま
で
お

使
い
の
電
話
帳
は
、
紙
資
源
と
し
て

再
利
用
す
る
た
め
回
収
し
ま
す
白
で
、

配
述
且
に
お
躍
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

N
T
T各
支
応
白
書
円
に

古
電
話
帳
同
収
B
O
X
(置
称
リ
・

タ
ウ
ン

B
O
X
)
を
6
月
末
日
ま
で

設
置
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

暴
力
を
追
放
し
よ
う

民
事
介
入
暴
力
相
談

••• 
笹
察
と
弁
護
士
会
、
長
野
県
暴
力

追
控
川
町
民
セ
ン
タ
で
は
、

「
民
事

介
入
暴
力
一
日
相
談
所
」
を
開
設
し

ま
す
。
畢
力
団
か
ら
の
債
権
の
取
り

立
て
、
あ
い
さ
つ
料
や
用
心
棒
科
目

要
求
、
交
通
事
故
等
に
よ
る
示
駿
介

N
T
T電
話
帳

会舗なと

生活環潰諜

(本庁舎1階}

時日

談

名

待相
(予約制}

鮫相

2長

厳相物建地土

人権・悩みごと相談

紙会福位協調会

(a@8 0 8 0) 

甫鶴保育園相談室

(a@3 0 9 6) 

桜

鍛

婦 人 相 談

高年齢者 職業相観

題相

網

相

と

問

政

ザ

」

地

配

母 子

心

法

児

鎗

入
な
ど
で
お
困
り
白
か
た
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
、
都
密
は
厳
守
し
ま
す
。

マ
と
き

6
月

8
日
間
午
桂
l
時

i
4時

マ
と
こ
ろ

上
回
創
造
館

2
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル

(圃

@
1
1
1
1)

マ
相
談
担
当
者

井
韓
士
・

書
察
官

・
暴
力
追
故
相
談

蚤
民
な
ど

マ
問
い
合
わ
せ

書
摂

署

・
交
番

・
駐
荘
所

・
(財
)
長
野

県
暴
力
追
肱
県
民
セ
ン
タ
ー

(回
0

2
6
1
2
3
5
1
2
1
4
0)
 

施
設
を
見
る
会
へ
ど
う
ぞ

秘
書
課

(困
1
1
1
2
)

胞
般
を
知
る
よ
い
僚
会
で
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
書
加

く
だ
さ
い
。
書
加
料
は
無
料
で
、

昼
食
は
市
で
用
意
し
ま
す
。

マ
由
申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

①
住
所
②
長
名
③
屯
話
番
号
④
書

加
希
望
日
⑤
一
集
合
場
所
へ
申
貫
通

手
段
を
記
入
し
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い

(6
月
日
日
幽
由
消
印
の
あ

る
も
の
ま
で
有
効
〕。

は
が
き
は
、

1
人
1
枚
ま
で
と
し
、
グ
ル
ー
プ

で
の
申
し
込
み
は

5
人
ま
で
と
し

ま
す
。
マ
申
し
込
み
先

-T
3
8

6
上
田
市
大
手
l
l
H
l
同

上

。

旧
市
町
般
書
課

「
施
設
を
見
る
金
」

悟

マ
定
員

各

コ

ー

ス

必

人

(
応
募
者
多
数
白
場
合
は
抽
選
と

し
、
結
果
は
遅
信
は
が
き
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
〉

。

マ

軍
合
場
所

市
民
体
育
館
前
駐
車
掛

L.IIIIII薗畠盤国国・皿II1IIー圃ー圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・圃圃圃圃圃・

よ且1旦型
<，舟0>集会
< 9:10>出発、，

a臨休穐案件駿実習・2
V 

Lいのみ線鑓個
重貨の盟
v 

，'，火公民館〈昼食部援会〉
マ

クリー yセ y ター

マ
〈 同舟0>解散

'"鈎日開

<9舟0>集合
< 9:10>出発

‘' タ'I-:.-t:.-ター

‘' 伸川地区制則合緬，.値段
(~イ咋 ピスセンタ

児竃セ ンター》
v 

消防会館《録食ー忽談会〉
v 

u術研修センタ

マ
<15:00>解敏

主旦旦E盟
主柵〉集合

9:10>幽発
V 

JtIt・R傍線上'"駅
マ

陣'"地区慣合価値権限
《ヂイサーピスセンタ

リーa.ヒー， ，ー〉
V 

消防会鮒〈集金・..，興会〉
マ

妓術研修セン タ
V 

<15:関〉解歓

上田市の交通事故発生状況 {キ鉱山(+竹訴辺)fmZ2t)
16 5. !1i16ラ左足'!9【71



『休
日

・
夜
間
町
医
療
情
報
』
は
上
田
中
央
消
防
署
(岡高明
日
1
1
9
)
・
上
田
南
部
消
防
署
備

窃
0
1
1
9
)
へ

l-
f
 

e+&
 干、，

、、保健 診tlT
". 園中村桃佳ちゃん

(l1iUか月上沢〉

『外溢ぴと歌が大好き
な織です.最近チュ リッ
プの歌を覚え うれしく
て何度も歌っています.
子どもって日刻みに成長
しているんですねり と、
母の美奈さん.

健康推進課

旬 62日

b聖付時間 ①乳幼児健康診査 (4か月児 ・10か月

児 ・l故6か月児 ・3歳児) 午後l時-2時②2

歳児教室午桂l時-1時15分 1>持ち物 ①乳幼児

健康詰査 母子健康手帳、他康器査票、パスタオル、

おむつ、事ちゃん手帳、歯プラン cl歳6か月児)0 1 

歳6か月児は、蔀ちゃん手帳白中にある健康診査31に
記入してお持ちください。 3歳児は、健康診査票と視

聴覚検査のアノケ トをお送りしますので、ご記入のう

え、お持ちく ださL、。また、尿検査の容器もお持ちくだ

さい。 ②2歳児教室 歯プラ ン、 コップ、おやつ代

(実質)、おやつ則はし ・スプーン・フォークなどとお血

・樺健センター(市役所南IT音2階)

健康診査 実施日 生 年 月 日

4ヵ月
6月12自 9.1 .16 1 .31 
日月20日 9.2.1 -2.15 

10ヵ月
6月11日 8.7.16-7.31 
6月24日 8.8.1 -8.15 

1歳6ヵ月
日月10日 7.11.16-11.30 
6月18日 7.12.1-12.15 

3歳
6月5日 6.5.1 -5.15 
6月17日 6.5.16-5.31 

2歳児教室
6月6日 7.3.1-3.15 
6月19日 7.3.16-3.31 

.6月の乳幼児健康診査・教室

-塩田母子健庫センター (塩田 ・J1I西地区)

| 4カ月 | | 9115~215 1 
6月25日10カ月 8.7.16-8.15 

・川西社会掴祉センター (塩田 ・川西地区)

3量 I 6月3日 6.4.1-5.31 
2轟児教室 I 6月23日 7.3.1-4.30 

捺塩田地区 川西地匡の乳幼児健履修査は、 4月か

ら金場が合同になりましたので、ごjf，知ください。

※4月から、新たに'2歳児教室』が加わりました。

[8 】16 5. 広喜FラZ足ず9

健康推進課

(固ゆB2 4 4) 

1>対章者 ①初回 平成5年4月1日~平成5年11

月30日の聞に生まれたお子さん、 4月の個別接種対謀

者(平成5年12月1日から平成6年5月31日田聞に生

まれたお子さん)で未接種白かた ②追加 平成B年度

に柴田接種または個別接極で初回目 2回を接種してあ

るお子さん ③平成4年4月以前に生まれ、初回 ・追

加が完了していないお子さん(ただし7歳6カ月未満)

じ〉接種方法初回 1-4週間隔で且5mlずつ2回接

種 追加 初回接種桂、 約l年佳に且5mlを1間接種

1>畳付時間午後1時30分から2時20分まで 1>持

ち物 母子健康手帳 b注意事項 ([赤ちゃん手帳の

中目予診票(B5版サイズ)に記入をして会場にお持ちく

ださL、。②体温は会場で測定してくださし、。③治療中の

病気や経過をみていることがある場合には、主治医に前

もって相談し、診断書または意見世をもらってください

(当日接種医が害考にして接種の可否を決める田で、俵

掴できない場合もあります)。④ポリオ ・麻しんの予防

接磁を畳けた幼児は、 lか月間は予防接種を受けられ

ません。また、日本脳先予防接種後 1週間は他白予防

接視が畳けられません。⑤その他 赤ちゃん手帳に予防

接種に閲する詳しい説明が載ってL、ますので、よく説ん

でおでかけくださL、。

.日本脳炎予防接種実施日程表

| 会場 | 回目 i二回昆

圃日本脳炎予防接種
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